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会計に関する規定 

１ 本会の予算の執行は、総会の議決により会長、顧問、学校長の承認を得て行う。 

２ 収支はすべて会計が管理し規定の帳簿に記録整理する。 

３ 各部及び各委員会は定められた予算内で有効にこれを使用する。 

４ 予算の支出に関する事項 

① 項目を変更する場合は生徒会本部に申し出て許可を得る。 

② 雑費は項目外のものに使用する。 

③ 学校備品又は個人の所得と認められるものには支出しない。 

④ 各部及び各委員会共通の備品、消耗品は総務において一括購入する。 

⑤ 運動部は高体連主催の公式大会につき県内３回以内として参加費用の一部を補助する。県大

会本戦出場の選手数に応じて交通費（片道）を支給する。ただし地区予選は参加費のみの支給

とする。原則として宿泊は認めない。やむを得ず宿泊する場合は１人１泊 3、000 円までとす

る。 

⑥ 出場権を得て県外に出場する場合の旅費は実費を大会補助より支給する。全国大会について

は別に審議する。 

⑦ 文化部は運動部に準ずる。 

⑧ 委員会役員の校外派遣は、旅費の実費を支給する。旅費以外の費用が発生した場合は、別途

協議する。 

⑨ 広告費は認めない。 

５ 各部及び各委員会は経費を必要とする場合伝票に必要事項を記入して所属の顧問の承認を経

て会計に提出する。 

６ 予算の請求は会計の指定する曜日に行う。 

７ 各部及び各委員会は支払いを受けると同時に受領証を会計に提出する（受領証は生徒会所定の

もの）。 

８ 会計監査より不正の使用について申し出があった場合は、以後の予算支出を停止することがあ

る。 

９ 生徒に事故あるときは、下の規定により見舞金を支出する。ただし特別の場合は別に考慮する。 

① 父母死亡の場合   5､000円 

② 本人  〃    10､000円 

③ 本人障害の場合   5､000円以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


